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大
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困
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日
本
の
研
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力
の
未
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の
た
め
に 
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大
学
改
革
が
広
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
大
学
改
革
へ
の
バ
イ
ア

ス
源
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
一
八
歳
人
口
の
減
少
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
」
な
ど
の
競
争
的
な
施
策
に
代
表
さ
れ
る
国
か
ら
の
改
革
圧
力
で
あ

る
。
一
八
歳
人
口
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
あ
ま
り
意
識
し
た

こ
と
が
な
い
と
言
う
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
広
島
大

の
山
本
眞
一
教
授
が
早
く
か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
よ
う
に
、
大
学
全
体
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
ピ
ー
ク
時
に

二
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
一
八
歳
人
口
は
、
二
〇
〇
八
年
現
在
で
は
す
で
に
そ
の

六
割
の
一
二
〇
万
人
台
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
今

後
約
一
〇
年
間
は
ほ
ぼ
横
ば
い
を
続
け
る
が
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
先
は
さ
ら
に
減
少

し
、
二
〇
三
〇
年
に
九
〇
万
人
、
二
〇
五
〇
年
に
七
〇
万
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
（
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
予
測
）
。
現
在
、
一
部
の
私
立
大
で
定
員
割
れ

が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
急
激
な
一
八
歳
人
口
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
大
学
進
学
率
を
上
げ
る
か
、
留
学
生
を
増
や
さ
な
い
限
り
は
、
入
学
者
数
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
学
者
数
に
注
目
す
る
と
、
大
学
は
あ
た
か 

  

競
争
的
施
策
の
課
題 

   

も
あ
る
種
の
構
造
的
不
況
業
種
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
は
、
単
に
大
学
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
日
本
社
会
全
体
に
大
き

な
持
続
的
衝
撃
を
与
え
続
け
る
。
一
八
歳
人
口
を
四
年
ず
ら
せ
ば
、
二
二
歳
人
口
に

な
っ
て
就
職
者
数
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
。
若
い
労
働
者
が
こ
れ
ほ
ど
減
少
し
て
、

は
た
し
て
今
日
の
よ
う
な
我
が
国
の
繁
栄
を
支
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
筆
者
な
ら
ず

と
も
心
配
の
念
に
駆
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
八
歳
人
口
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
勤
労
者
個
々
の
質
の
飛
躍
的
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
大
学
教
育

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
人
材
育
成
上
の
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

一
方
、
も
う
一
つ
の
大
学
改
革
の
バ
イ
ア
ス
源
で
あ
る
文
部
科
学
省
の
競
争
的
施

策
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
総
合
科
学
技
術
会
議
や
経
済
財
政
諮
問
会
議
な

ど
の
関
与
の
下
で
、
強
く
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
競
争
的
施
策
で
は
、「
第
三
者
評

価
に
よ
る
公
正
な
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
研
究
テ
ー
マ
や
大
学
に
対
し
て
重
点
的
に

資
金
を
配
分
す
る
」
の
が
基
本
方
針
で
あ
る
。
現
在
、
研
究
者
個
々
の
単
位
か
ら
大

学
単
位
で
与
え
ら
れ
る
資
金
ま
で
、
こ
の
方
針
に
従
う
割
合
が
増
え
て
い
て
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
研
究
教
育
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
国
の
明
確
な
意
図
が
存
在



す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
現
在
の
競
争
的
施
策
が
、「
本
当
の
競
争
」
で
あ
り
、

か
つ
、「
透
明
で
公
正
な
第
三
者
評
価
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
相
当
の
疑

問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
は
、
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
順
次
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

 

1
 

日
本
の
弱
点
＝
欧
米
に
比
べ
て
少
な
い
世
界
的
研
究
大
学 

競
争
的
施
策
の
も
と
、
大
学
に
お
い
て
も
国
際
競
争
力
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
一
〇
〇
校
に
、
日
本
の
大

学
が
五
校
か
ら
一
〇
校
程
度
し
か
入
ら
な
い
と
、
と
き
お
り
報
道
さ
れ
る
。
こ
の
種

の
報
道
に
接
し
た
方
は
、
日
本
の
大
学
は
世
界
で
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
持
た
れ
た
こ
と
と
思
う
。
東
大
や
京
大
で
も
世
界
の
一
流
大
学
に
や
っ
と
入
っ
た

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ま
し
て
や
そ
の
他
の
旧
帝
大
は
二
流
大
学
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
中
身
が
怪
し
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、

信
頼
で
き
る
研
究
能
力
の
指
標
と
し
て
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

E
s
s
en
t
ia
l
 Sc
i
e
nc
e
 I
n
dic
a
t
or
s
S
M

に
よ
る
論
文
数
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て
み
た
い
。 

表
１
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
一
一
年
間
の
全
科
学
分
野
で
の
論

文
数
を
表
す
デ
ー
タ
で
あ
る
。
東
大
は
世
界
の
超
一
流
校
と
伍
し
て
、
第
六
位
に
つ

け
て
お
り
、
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会
な
ど
の
研
究
機
関
群
を
除
け
ば
、
大
学
で
は

第
三
位
で
あ
る
。
京
大
も
一
四
位
で
あ
り
大
健
闘
し
て
い
る
。
阪
大
は
二
〇
位
に
つ

け
て
い
る
。
一
〇
〇
位
ま
で
に
は
、
東
北
大
（
二
四
位
）
や
九
大
（
五
四
位
）
名
古

屋
大
（
五
九
位
）
、
北
大
（
六
〇
位
）
、
東
工
大
（
八
一
位
）
な
ど
旧
帝
大
を
中
心 

 -
-
-
--
-
--
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表
１ 

研
究
機
関
別
論
文
数
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ 

1
9
9
7
-
2
00
7

年
の
論
文
を
集
計 

 

E
s
s
en
t
ia
l
 Sc
i
e
nc
e
 I
n
dic
a
t
or
s
S
M
 

ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
に
よ
る 

 R
U
S
SI
A
N 
A
CAD
 
S
CI
* 
 

１
位 

1
2
1
,
05
5

報 

C
H
I
NE
S
E 
A
CAD
 
S
CI
* 
 

２
位 

1
0
2
,
48
8
 

テ
キ
サ
ス
大
学 

 
 
 

３
位 

 
9
3
,
24
2
 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学 

 
 

４
位 

 
9
1
,
22
2
 

マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会* 

 

５
位 

 
6
9
,
18
0
 

東
京
大
学 

 
 
 

６
位 

 
6
8
,
12
1
 

京
都
大
学 

 
 

１
４
位 

 
4
9
,
5
8
5
 

大
阪
大
学 

 
 

２
０
位 

 
 
4
2,
9
5
1
 

東
北
大
学 

 
 

２
４
位 

 
 
4
0,
2
0
1
 

九
州
大
学 

 
 

５
４
位 

 
 
2
7,
9
3
1
 

名
古
屋
大
学 

 

５
９
位 

 
 
2
7,
0
1
9
 

北
海
道
大
学 

 

６
０
位 

 
 
2
6,
9
0
8
 

東
京
工
業
大
学 

 

８
１
位 

 
 
2
3,
8
7
0
 

筑
波
大
学 

 
 

１
４
６
位 

 
 
1
7
,
29
2
 

広
島
大
学 

 
 

１
７
５
位 

 
 
1
5
,
71
8
 

-
-
-
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-
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-
---
-
-
--
-
--
-
---
-
-
--
-
--
-
---
-
 

*

大
学
で
は
な
く
複
数
の
研
究
機
関
か
ら
な
る 



と
す
る
主
要
国
立
大
が
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
受
け
る
印
象
と
違
っ
て
、

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
は
決
し
て
弱
く
は
な
い
の
で
あ
る
。 

「
で
は
、
日
本
の
ど
こ
が
弱
い
の
か
？
」
だ
が
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
実

は
上
位
約
一
〇
校
と
、
そ
れ
以
外
の
大
学
の
格
差
が
極
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
上
位
一
〇
校
以
外
の
研
究
能
力
が
低
い
」
の
が
日
本
の
弱
点
で
あ
り
、

世
界
一
線
級
の
大
学
の
数
が
足
り
な
い
の
で
あ
る
。
論
文
数
一
〇
〇
位
か
ら
二
〇
〇

位
の
間
に
は
筑
波
大
（
一
四
六
位
）
と
広
島
大
（
一
七
五
位
）
の
わ
ず
か
二
校
し
か

な
い
。
一
方
、
米
国
は
一
〇
〇
位
以
内
に
四
五
校
を
擁
し
、
一
〇
〇
位
か
ら
二
〇
〇

位
の
間
に
も
二
五
校
を
擁
す
る
。
一
〇
〇
位
以
内
で
は
日
本
の
五
・
六
倍
で
、
二
〇

〇
位
以
内
で
は
七
倍
に
も
な
る
。
日
本
よ
り
人
口
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
少
な
い
イ
ギ
リ
ス
や

ド
イ
ツ
で
も
、
二
〇
〇
位
以
内
の
大
学
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
校
と
一
五
校
で
あ
り
、

日
本
の
一
〇
校
と
い
う
の
は
、
対
米
比
較
だ
け
で
な
く
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
て
も

低
い(

他
に
、
カ
ナ
ダ
七
校
、
イ
タ
リ
ア
七
校
な
ど)

。 

こ
の
研
究
大
学
の
数
が
少
な
い
こ
と
は
、
日
本
の
研
究
の
総
合
力
に
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
優
れ
た
研
究
環
境
に
い
る
研
究
者
の
数
と
、
そ
こ
で

育
つ
学
生
数
が
大
幅
に
少
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
〇
位
以

内
の
日
本
の
一
〇
校
の
研
究
者
数
を
積
算
す
る
と
二
・
四
万
人
と
な
り
、
学
生
数
は

一
八
・
七
万
人
に
な
る
。
一
方
、
米
国
は
七
〇
校
な
の
で
概
算
の
研
究
者
数
は
一
七

万
人
で
学
生
数
は
一
三
〇
万
人
で
あ
る
。
一
線
級
の
環
境
に
い
る
研
究
者
の
数
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
優
れ
た
研
究
は
多
く
生
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
線
級
の
研
究
者

千
人
あ
た
り
に
一
つ
の
確
率
で
生
ま
れ
る
優
れ
た
研
究
が
あ
っ
た
と
す
る
。
一
線
級

の
研
究
者
が
千
人
い
る
集
団
（
国
）
と
、
七
千
人
の
集
団
を
く
ら
べ
れ
ば
、
七
千
人

の
方
が
七
倍
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
優
れ
た
論
文
や
特
許
を

七
倍
生
み
出
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
線
級
の
大
学
で
学
ぶ
学
生
数
の
差
は

人
材
育
成
能
力
の
差
に
直
結
し
て
お
り
、
学
生
た
ち
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
大
学
で
の

研
究
だ
け
で
な
く
、
卒
業
後
に
企
業
や
大
学
で
研
究
開
発
に
従
事
す
る
際
の
未
来
の

研
究
能
力
の
差
も
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。 

日
本
と
米
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
人
口
比
を
考
え
る
と
、
米
国
の
七
〇
校
の
少
な
く
と

も
三
分
の
一
程
度
の
研
究
大
学
が
日
本
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
す
な
わ
ち
、
現

状
を
倍
増
し
て
二
〇
校
以
上
必
要
と
な
る
。
こ
の
二
〇
校
と
い
う
数
字
は
、
イ
ギ
リ

ス
や
ド
イ
ツ
が
一
六
校
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
適
正
な
目
標
で
あ
る
。 

 

二 

何
故
、
一
〇
校
し
か
な
い
の
か
？ 

で
は
何
故
、
日
本
で
は
一
〇
校
し
か
二
〇
〇
位
以
内
に
入
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

上
位
一
〇
校
だ
け
に
優
秀
な
研
究
者
が
集
ま
っ
て
い
る
と
か
、
そ
れ
以
外
の
大
学
が

怠
け
て
い
る
の
で
は
と
憶
測
す
る
声
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

経
済
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
こ
で
、
日
本
と
対
照
的
に
二
〇
〇

位
以
内
に
七
〇
校
を
擁
す
る
米
国
と
比
較
し
て
み
よ
う
。 

図
１
は
、
日
本
の
大
学
（
二
〇
〇
六
年
の
推
計
値
）
と
米
国
の
大
学
の
公
的
研
究

費
の
大
学
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
研
究
費
は
、

東
大
か
ら
始
ま
っ
て
一
〇
位
校
程
度
ま
で
急
な
傾
斜
で
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
公
的
研
究
費
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
少
数
校
に
の
み
集
中
し
て
い

る
。
特
に
、
一
〇
位
の
神
戸
大
の
あ
た
り
で
カ
ー
ブ
の
傾
き
が
激
変
し
、
一
〇
位
か

ら
下
位
は
少
額
の
研
究
費
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
上
位
一
〇
校
で
、
日
本
の
全
研
究 



図１ 日本の公的研究費（左軸）は、東大と京大の財務諸表中の「科研費＋受託研究等収益（国及び地方公共団
体）（図中○）」と、「2006年科研費交付額」の比から推計した。曲線全体の依存性は科研費交付額による。米国の
公的研究費（右軸）は、NSF Science and Engineering Indicators 2008 による。
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費
の
半
分
に
達
し
、
一
〇
位
の
大
学
の
研
究
費
は
一
位
校
の
一
割
程
度
に
す
ぎ
な

い
。 一

方
、
米
国
の
研
究
費
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
て
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

米
国
の
公
的
研
究
費
は
上
位
一
〇
校
で
全
体
の
わ
ず
か
二
割
で
あ
り
、
一
〇
位
の
大

学
の
受
給
額
は
一
位
校
の
六
〇
％
も
あ
る
。
二
〇
位
の
大
学
で
も
一
位
校
の
四
七
％

で
あ
る
。
研
究
費
の
減
少
が
緩
や
か
で
層
の
厚
い
研
究
大
学
群
を
形
成
し
て
い
る
。

研
究
に
優
れ
た
大
学
と
い
う
と
、
ハ
ー
バ
ー
ド
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、

全
米
九
〇
位
程
度
の
大
学
で
も
充
分
な
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
青
色

発
光
素
子
の
研
究
者
と
し
て
著
名
な
中
村
修
二
教
授
が
属
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
と
化
学
賞
の
受
賞

者
二
名
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
の
公
的
研
究
費
は
一
・
一
億
ド

ル
で
、
全
米
九
四
位(

二
〇
〇
六
年)

で
あ
る
。
米
国
の
高
い
国
際
競
争
力
が
一
握
り

の
大
学
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
〇
〇
校
近
い
大
学
群(

か
た
ま
り)

に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
図
で
は
左
軸
が
日
本
の
研
究
費
に
対
応
し
、
右
軸
が
米
国
の
研
究
費
に
対
応

す
る
。
日
本
と
米
国
で
は
為
替
レ
ー
ト
の
差
の
他
に
研
究
費
に
占
め
る
人
件
費
の
割

合
に
も
大
き
な
差
が
あ
る
。
そ
こ
で
単
純
な
比
較
は
難
し
い
の
だ
が
、
こ
の
グ
ラ
フ

で
は
、
論
文
数
世
界
ラ
ン
ク
八
一
位
の
東
京
工
大
と
八
五
位
の
ア
イ
オ
ワ
大
（
公
的

研
究
費
全
米
四
七
位
）
が
同
じ
高
さ
に
な
る
よ
う
に
係
数
を
か
け
て
い
る
（
同
時
に
、

論
文
数
ラ
ン
ク
一
四
七
位
の
筑
波
大
と
一
四
四
位
の
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
（
公
的
研
究

費
全
米
七
八
位
）
も
同
じ
高
さ
に
並
ん
で
い
る
）。
い
わ
ば
論
文
一
本
あ
た
り
の
一
種

の
「
購
買
力
平
価
」
に
書
き
換
え
た
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て

わ
か
る
よ
う
に
、
全
米
一
〇
〇
位
校
に
相
当
す
る
研
究
費
は
日
本
で
は
一
〇
校
程
度

し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
上
位
一
〇
校
以
外
の
日
本
の
大
学
は
、
世
界
的
に
は
研
究
費

不
足
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
さ
き
ほ
ど
の
疑
問
の
「
何
故
、
世
界
ラ
ン
ク
二
〇
〇

位
に
一
〇
校
し
か
入
ら
な
い
の
か
」
の
答
で
あ
る
。 
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研
究
費
を
増
や
せ
ば
研
究
能
力
も
伸
び
る 

研
究
費
が
少
な
い
の
で
、
一
線
級
の
研
究
大
学
の
数
も
少
な
い
と
述
べ
た
が
、
研

究
費
と
論
文
数
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
あ
る
集
団
（
一
大
学
で
も

日
本
全
体
で
も
良
い
が
）
の
研
究
能
力
は
次
の
よ
う
に
、
研
究
者
の
質
と
研
究
者
の

数
、
そ
れ
に
研
究
費
の
掛
け
算
で
決
ま
る
と
考
え
て
よ
い
。 

 

研
究
能
力 

＝ 

研
究
者
の
質 

× 

研
究
者
の
数 

× 

研
究
費 

 

こ
の
う
ち
論
文
数
（
研
究
能
力
）
と
研
究
費
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
日
本
の
科

学
研
究
費
上
位
二
〇
校
の
配
分
額
と
論
文
数
を
図
２
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
文
部
科
学

省
の
科
学
技
術
政
策
研
究
所
の
「
国
立
大
学
法
人
の
財
務
分
析
（
二
〇
〇
八
年
一
月 

治
部
眞
里
他
）
」
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
の
で
、
国
立
大
の
み
の
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い

る
。 図

２
の
上
図
を
一
見
し
て
、
直
線
で
示
し
た
よ
う
な
明
確
な
比
例
関
係
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
。
特
に
、
旧
帝
大
と
東
工
大
は
、
ほ
ぼ
き
れ
い
な
一
直
線
上
に
載
っ
て

い
る
。
こ
の
き
れ
い
な
比
例
関
係
は
、
研
究
費
の
額
が
大
き
い
ほ
ど
、
多
く
の
研
究

設
備
の
投
資
や
材
料
費
の
使
用
が
可
能
な
た
め
、
研
究
テ
ー
マ
の
数
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
、
結
果
と
し
て
論
文
数
が
増
え
る
と
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
国
立

大
間
の
研
究
者
の
質
に
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
比
例
関
係
の
存
在
は
、

前
式
に
お
い
て
研
究
費
が
最
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
研
究
費
を
増
や
せ
ば
、
研
究
能
力
も
伸
び
る
の
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
こ
の
比
例
関
係
の
傾
き
が
上
位
一
―
一
〇
位
校
と
、
一
〇 
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―
二
〇
位
校
（
地
方
国
立
大
）
で
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
論
文
数

を
科
研
費
で
割
る
と
、
一
億
円
あ
た
り
何
報
の
論
文
を
発
表
し
た
か
が
明
ら
か
に
な

る
。
図
２
の
下
図
は
、
そ
の
科
研
費
あ
た
り
の
論
文
数
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
が
、

科
研
費
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
、
論
文
数
が
多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、



東
大
は
一
億
円
当
た
り
一
九
報
だ
が
、
信
州
大
で
は
一
億
円
当
た
り
八
〇
報
と
な
り
、

四
倍
も
効
率
が
高
い
。 

旧
帝
大
な
ど
の
科
研
費
の
大
き
な
大
学
で
論
文
発
表
の
効
率
が
落
ち
る
こ
と
は
、

朝
日
新
聞
の
記
事
で
「
東
大
論
文
、
一
本
一
八
四
五
万
円 

国
立
大
で
コ
ス
ト
最
大
級
」

(

二
〇
〇
八
／
一
／
三
一)

と
題
し
て
報
道
さ
れ
、
論
議
を
呼
ん
だ
。
現
在
の
研
究
費

の
審
査
で
は
、
効
率
性
は
ま
っ
た
く
審
査
さ
れ
ず
、
た
ん
に
多
く
の
論
文
発
表
が
で

き
れ
ば
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
高
額
の
研
究
費
を
使
う
高
コ
ス
ト

の
大
学
の
研
究
者
の
方
が
審
査
に
勝
ち
残
り
や
す
く
、
結
果
的
に
日
本
全
体
の
論
文

生
産
を
高
コ
ス
ト
体
質
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る

我
が
国
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト
も
評
価
対
象
に
含
め
る
検
討
を
始
め
る
方
が
よ
い
。

大
学
で
の
研
究
と
い
う
と
、
旧
帝
大
に
議
論
が
集
中
し
が
ち
だ
が
、
東
工
大
を
含
め

て
も
日
本
全
体
の
論
文
の
四
割
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
特
に
地
方
国
立
大
は
二
〇

〇
六
年
の
デ
ー
タ
で
は
旧
帝
大
の
六
割
の
科
研
費
で
、
ほ
ぼ
同
数
の
論
文
を
出
し
て

お
り
、
論
文
発
表
の
ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
さ
と
高
効
率
性
か
ら
日
本
の
研
究
に
お
い
て

重
要
な
存
在
で
あ
る
（
な
お
、
こ
こ
で
は
国
立
大
に
つ
い
て
の
み
議
論
し
た
が
、
私

立
大
を
含
め
た
議
論
で
も
同
様
の
結
果
が
認
め
ら
れ
る
（
１
））
。 
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日
本
の
研
究
強
化
策
は
正
し
い
か
？ 

研
究
大
学
の
数
が
足
り
な
い
と
い
う
現
状
認
識
の
元
で
、
日
本
の
競
争
的
施
策
が

適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
考
え
て
み
た
い
。
高
等
教
育
へ
の
公
的
財
政
支
出
の
倍
増
は

す
ぐ
に
は
実
現
で
き
な
い
と
し
て
も
、
す
で
に
文
科
省
に
よ
っ
て
研
究
拠
点
強
化
の

た
め
の
競
争
的
施
策
と
し
て
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
、
そ
の
後
継
と
し
て
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
単
年
度
約
四
〇
〇
億
円
も
の
資
金
を
使
う
の
で
、
効

果
的
な
投
資
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
〇
名
か

ら
三
〇
名
程
度
の
研
究
者
か
ら
な
る
拠
点
に
研
究
費
を
配
分
す
る
が
、
結
果
的
に
は

選
ば
れ
た
拠
点
の
ほ
と
ん
ど
が
上
位
一
〇
校
に
所
属
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
施
策
は
上
位
一
〇
位
以
内
の
大
学
を
ま
す
ま
す
強
く
す
る
施
策
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
旧
帝
大
は
、
す
で
に
世
界
一
線
級
の
研
究
投
資
の
お
か

げ
で
、
世
界
一
線
級
の
論
文
数
を
記
録
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
な
ど
に
よ
る
投
資
を
重
ね
る
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、

世
界
一
線
級
の
研
究
大
学
を
増
や
す
た
め
に
、
一
〇
位
以
下
の
大
学
に
配
分
し
た
方

が
日
本
に
と
っ
て
は
、
は
る
か
に
有
効
で
あ
る
。
四
〇
〇
億
円
を
効
果
的
に
配
分
す

れ
ば
、
年
間
五
〇
億
円
の
研
究
費
を
擁
し
て
、
全
世
界
で
二
〇
〇
位
以
内
に
入
る
研

究
大
学
を
新
た
に
一
〇
校
程
度
生
み
出
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
一
線
級
の
研
究

環
境
に
あ
る
研
究
者
数
と
そ
こ
で
育
つ
学
生
の
数
も
倍
増
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の

方
が
、
研
究
と
人
材
育
成
の
両
面
に
お
い
て
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
る
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
で
は
、
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
で
採
択
さ
れ
た
拠
点
数
が
多
す
ぎ

る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
た
め
、
拠
点
数
を
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
か
ら
半
減
し
た
。
こ

こ
ま
で
の
現
状
認
識
を
元
に
考
え
る
と
、
拠
点
数
の
半
減
は
政
策
の
誤
り
を
深
め
た

こ
と
に
な
る
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
費
の
増
額
に
よ
っ
て
、
上
位
一

〇
位
以
内
の
大
学
は
す
で
に
世
界
一
線
級
の
研
究
大
学
に
成
長
し
た
の
で
あ
り
（
２
）、

現
在
の
日
本
は
そ
れ
よ
り
下
位
の
大
学
を
強
化
す
る
第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
こ
と

を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。 



五 

競
争
的
施
策
の
問
題 

次
に
競
争
的
施
策
の
構
造
的
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
日
本
の
研
究
費
の
審

査
制
度
は
、
米
国
に
比
べ
て
相
当
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
図
１
の
日
本
の
研
究
費
の
カ

ー
ブ
は
、
約
一
〇
位
の
と
こ
ろ
で
傾
き
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
米
国
の

カ
ー
ブ
に
は
こ
の
よ
う
な
二
分
点
は
存
在
し
な
い
。
何
故
だ
ろ
う
か
？ 

日
本
で
は
、「
競
争
的
施
策
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
資
源
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
高
校
生
の
時
に
、「
原
始
的
な
資
本
主
義
で
は
、

強
い
も
の
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
市
場
を
独
占
し
寡
占
化
が
成
立
し
た
時
点
で
競

争
は
終
わ
る
」
と
学
ん
だ
。
そ
の
弊
害
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、「
公
正
取
引
委
員
会

な
ど
が
市
場
の
独
占
を
禁
止
す
る
た
め
に
介
入
し
、
真
の
自
由
競
争
が
行
わ
れ
る
よ

う
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
さ
ら
に
学
ん
だ
知
識
だ
っ
た
。
こ
の

知
識
に
基
づ
く
と
、
研
究
費
の
配
分
を
、
単
純
競
争
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
、
少
数
者

に
よ
る
寡
占
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
図
１
で
見
た
二
分
点
は
、
こ
の
寡
占
化
に
よ

る
強
者
と
弱
者
を
わ
け
る
点
な
の
で
あ
る
。 

日
本
の
現
在
の
研
究
費
の
審
査
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
実
績
主
義
に
基
づ
く
審
査
」
な

の
で
勝
者
と
敗
者
に
容
易
に
二
分
化
す
る
。
実
績
主
義
の
審
査
と
は
、
前
年
度
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
に
多
く
の
研
究
成
果
を
あ
げ
た
申
請
者
を
高
く
評
価
す
る
と
い
う
審

査
で
あ
る
。
研
究
費
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
は
、
実
績
の
あ
る
研
究
者
に
多
く
の

研
究
費
を
配
分
し
た
方
が
投
資
の
安
全
性
は
高
ま
る
。
し
か
し
、
野
球
の
チ
ー
ム
に

た
と
え
て
み
れ
ば
わ
か
る
が
、
実
績
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン
だ
け
を
使

う
チ
ー
ム
な
ど
は
存
在
し
な
い
。
実
績
は
な
く
て
も
、
可
能
性
の
高
い
新
人
は
存
在

す
る
。
新
規
参
入
を
み
と
め
な
け
れ
ば
、
真
の
競
争
は
生
ま
れ
な
い
し
チ
ー
ム
は
強

く
な
ら
な
い
。
現
状
で
は
、
い
っ
た
ん
研
究
費
が
多
く
つ
け
ば
多
く
の
論
文
を
発
表

で
き
、
論
文
数
が
多
い
と
翌
年
の
実
績
重
視
の
審
査
に
よ
っ
て
ま
た
研
究
費
が
も
ら

え
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
年
度
ご
と
に
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
逆
に
な
る
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
働
く
の
で
勝
者
と
敗
者
が

簡
単
に
二
分
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
結
果
、
個
人
単
位
で
も
大
学
単
位
で
も
勝
者
と

敗
者
が
わ
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
実
績
主
義
に
よ
る
単
純
競
争
に
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
欠
点
が
あ
り
、
到

底
望
ま
し
い
審
査
制
度
と
は
言
え
な
い
。
現
在
の
日
本
で
は
、
す
で
に
競
争
は
勝
者

に
よ
る
寡
占
化
に
終
わ
り
、
少
数
の
勝
者
に
の
み
主
な
資
源
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。

総
合
科
学
技
術
会
議
は
、
実
績
主
義
の
配
分
は
特
定
の
個
人
等
へ
の
研
究
費
の
集
中

を
招
く
の
で
望
ま
し
く
な
い
と
提
言
し
て
い
る
が
、
今
で
も
日
本
の
研
究
費
配
分
機

関
は
実
績
重
視
で
あ
り
、
改
善
の
動
き
は
に
ぶ
い
。 

 

六 

米
国
の
場
合
：
単
純
競
争
か
ら
の
脱
却
と
人
材
育
成 

図
１
の
米
国
の
カ
ー
ブ
に
は
こ
の
二
分
点
が
存
在
し
な
い
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

こ
の
問
題
に
米
国
は
二
七
年
も
前
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
米
国
の
主
た
る
研
究
費

配
分
機
関
の
Ｎ
Ｓ
Ｆ(

N
a
t
io
n
a
l S
c
ie
n
ce
 F
o
un
d
at
i
on
)

の
二
〇
〇
五
年
の
年
次
報

告
に
は
こ
う
い
う
文
章
が
あ
る
、「
上
位
一
〇
〇
校
で
七
七
％
の
研
究
費
が
配
分
さ
れ

て
い
る
が
、
一
〇
〇
位
以
下
の
大
学
の
比
率
も
維
持
ま
た
は
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
」
と
。
つ
ま
り
、
単
純
競
争
に
委
ね
な
い
で
、
下
位
の
比
率
が
増
大
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
規
参
入
を
促
進
し
て
競
争
を
活
性
化

さ
せ
、
よ
り
多
く
の
大
学
と
人
員
を
競
争
的
環
境
に
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
。 



Ｎ
Ｓ
Ｆ
は
一
九
八
一
年
に
審
査
制
度
を
改
革
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
期
待
さ
れ
る
研

究
成
果
」
と
「
研
究
者
の
適
性
」
の
二
評
価
項
目
に
、「
付
帯
的
成
果
」
と
「
科
学
技

術
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
」
の
二
つ
の
項
目
を
加
え
た
。
単
純
競
争
だ
と
、
充
分
設

備
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
教
育
さ
れ
た
人
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
方
が

多
く
の
研
究
業
績
を
あ
げ
ら
れ
る
の
で
圧
倒
的
に
審
査
で
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
、

後
者
の
二
項
目
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
実
績
が
低
く
て
も
「
新
た
な
人
材

の
育
成
や
拠
点
の
形
成
を
図
れ
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
研
究
拠
点
は
、
す
ぐ
に
は
目
覚
ま
し
い
研
究
成
果
を
上

げ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
中
長
期
的
に
米
国
の
研
究
と
教
育
の
層
を
厚
く
す
る
と
い

う
意
味
を
持
つ
。 

Ｎ
Ｓ
Ｆ
は
、
一
九
九
七
年
に
さ
ら
に
審
査
項
目
を
改
訂
し
、「
知
的
成
果
」
と
「
波

及
効
果(

B
r
o
ad
e
r
 i
m
pa
c
ts)

」
の
二
大
項
目
に
整
理
し
な
お
し
、
波
及
効
果
の
中
に

人
材
育
成
や
拠
点
形
成
を
含
め
た
。
日
本
人
研
究
者
が
米
国
に
渡
っ
て
Ｎ
Ｓ
Ｆ
の
研

究
費
を
申
請
す
る
と
、
こ
の
波
及
効
果
の
項
目
に
と
ま
ど
う
場
合
が
多
い
と
聞
く
。

こ
れ
は
米
国
全
体
の
研
究
強
化
の
総
合
的
戦
略
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

日
本
も
米
国
に
な
ら
っ
た
単
純
競
争
か
ら
の
早
急
な
脱
却
が
望
ま
れ
る
。 

 

七 

日
本
の
遅
れ
た
審
査
制
度
：
そ
も
そ
も
審
査
は
公
正
か
？ 

 

日
本
の
審
査
制
度
が
米
国
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
の
は
、
い
ま
だ
「
単
純
競
争
」

の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
基
本
方
針
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
競
争

的
な
施
策
の
大
前
提
で
あ
る
「
透
明
で
公
正
な
審
査
」
が
相
当
疑
わ
し
い
。
米
国
の

制
度
を
調
べ
て
み
る
と
、
公
正
な
審
査
を
行
う
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
条
件
を
み

た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

一
番
目
の
条
件
は
、
米
国
の
審
査
制
度
で
大
き
な
基
幹
を
な
す
「
審
査
員
の
多
様

性
の
確
保
」
で
あ
る
。
米
国
の
制
度
で
は
、
一
定
の
学
識
を
持
つ
者
と
い
う
前
提
は

つ
く
が
、
審
査
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
明
記
さ
れ
、
所
属
機
関
、
年
齢
、
性
別
な
ど
が
多

様
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
所
属
機
関
に
つ
い
て
は
、
大
学
だ
け
で
な
く

企
業
も
含
め
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、
小
さ
な
研
究
機
関
（
大
学
）
も
含
め
る
こ
と
、

さ
ら
に
所
在
地
の
米
国
内
で
の
地
理
的
バ
ラ
ン
ス
ま
で
も
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新

し
い
研
究
が
若
い
研
究
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
例
は
科
学
史
に
多
数
あ
る
の
で
、

年
齢
の
配
慮
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。 

本
来
審
査
員
は
、
各
所
属
機
関
の
利
益
代
表
に
な
ら
ず
に
、
各
自
の
多
様
に
し
て

異
な
る
知
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
審
査
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
万
一
こ
の
理
想
的
な
状
況
か
ら
外
れ
、
審
査
委
員
会
が

利
益
代
表
者
間
の
争
い
の
場
に
落
ち
た
と
し
て
も
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
多
様
な
審
査
員

構
成
を
と
れ
ば
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
私
物
化
を
排
除
で
き
最
低
限
の
公
正
さ

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
多
様
性
の
概
念
が
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
。
所
属

は
旧
帝
大
で
、
年
齢
も
ほ
ぼ
五
〇
か
ら
六
〇
歳
代
で
、
か
つ
男
性
の
審
査
員
が
現
在

で
も
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
正
さ
の
面
で
も
、「
科
学
の
新
し

い
課
題
を
多
様
な
観
点
か
ら
適
切
に
審
査
し
う
る
か
」
と
い
う
点
か
ら
も
大
い
に
疑

問
が
あ
る
。
審
査
員
の
最
大
多
数
を
占
め
る
「
旧
帝
大
・
男
性
・
五
〇
―
六
〇
歳
代
」

グ
ル
ー
プ
と
研
究
費
の
最
大
の
受
益
者
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
イ
ン
ナ
ー
サ
ー

ク
ル
の
形
成
も
容
易
で
あ
る
。
審
査
員
の
中
に
は
、
一
見
、
私
大
の
所
属
で
あ
っ
て



も
、
実
は
旧
帝
大
の
名
誉
教
授
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
の
種
の
偏
り
は
、

文
部
科
学
省
や
各
省
庁
の
大
学
関
係
の
審
議
会
な
ど
に
も
存
在
す
る
。
委
員
の
最
大

多
数
が
旧
帝
大
の
関
係
者
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
大
学
全
体
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き

場
に
お
い
て
、
旧
帝
大
中
心
に
議
論
が
偏
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
。 

公
正
さ
の
確
保
に
必
要
な
も
う
一
つ
の
条
件
は
、
「
利
害
関
係
者
の
排
除
」
で
あ

る
。
米
国
の
制
度
で
は
、
申
請
者
と
同
じ
大
学
の
人
間
は
審
査
員
に
な
れ
な
い
、
ま

た
、
過
去
四
年
間
に
共
同
研
究
者
で
あ
っ
た
も
の
を
除
く
な
ど
厳
格
な
規
定
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
こ
の
種
の
規
定
が
な
い
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
非
常
に

緩
い
。
申
請
者
と
同
じ
大
学
の
同
じ
学
科
の
教
員
が
審
査
員
に
な
る
ケ
ー
ス
や
、
さ

ら
に
は
審
査
員
と
申
請
者
が
師
弟
関
係
で
あ
る
場
合
が
容
認
さ
れ
る
な
ど
、
未
だ
に

前
近
代
的
な
審
査
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
二
つ
の
条
件
以
外
に
も
問
題
が
多
い
。
研
究
テ
ー
マ
を
限
定
す
る
公
募
で
は
、

公
募
の
内
容
が
公
表
さ
れ
る
前
に
そ
の
中
身
が
外
部
に
漏
れ
る
場
合
が
多
い
。
公
募

は
全
国
一
斉
に
同
時
に
広
報
さ
れ
な
け
れ
ば
公
正
さ
は
保
て
な
い
。
公
募
テ
ー
マ
の

立
案
に
関
わ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
自
ら
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
を
リ
ー

ク
す
る
と
、
そ
の
情
報
に
接
し
た
申
請
者
は
極
め
て
有
利
に
な
る
。
ま
た
、
あ
る
種

の
研
究
公
募
で
は
、
テ
ー
マ
が
限
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
公
募
の
公
示
か
ら
締
め
切

り
ま
で
わ
ず
か
一
―
二
週
間
し
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
事
前
に
公
募

内
容
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
て
も
対
応
が
と
れ
ず
、
初
め
か
ら
採
択
者
を
想
定
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

審
査
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、
事
後
に
審
査
員
が
「
あ
の
と
き
の
審
査
は
私
が
や

っ
た
ん
で
す
よ
」
と
採
択
さ
れ
た
研
究
者
に
耳
打
ち
す
る
と
い
う
例
も
存
在
す
る
。

審
査
へ
の
関
与
を
漏
ら
す
こ
と
は
、
自
分
が
研
究
費
配
分
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
誇
示
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
界
内
で
の
政
治
的
発
言
力
を
強
め
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
ま
た
、
申
請
者
と
審
査
員
が
逆
の
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
「
今
度

は
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
挨
拶
の
意
味
も
あ
る
。
こ
の
種
の
不
正
を
防
止
す
る
に
は
公

募
前
の
情
報
漏
洩
の
禁
止
や
審
査
後
の
審
議
内
容
の
漏
洩
を
禁
止
し
、
不
正
情
報
を

集
め
る
窓
口
な
ど
の
設
置
も
必
要
と
な
る
。 

 

現
状
に
お
い
て
公
正
さ
の
確
保
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
申
請
者
が
誰
で
あ
る
か

を
隠
し
て
審
査
す
る
「
マ
ス
キ
ン
グ
審
査
」
の
導
入
が
望
ま
し
い
。
総
務
省
の
若
手

研
究
の
審
査
で
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
マ
ス
キ
ン
グ
評
価
を
導
入
し
、
旧
帝
大
と
そ

れ
以
外
の
大
学
の
採
択
件
数
の
差
が
大
幅
に
縮
ま
っ
た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

（
３
）。
つ
ま
り
、
審
査
員
は
申
請
書
の
中
に
書
か
れ
た
研
究
内
容
だ
け
で
審
査
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
申
請
者
が
ど
の
大
学
に
所
属
し
て
い
る
か
を
大
き
な
判
断

材
料
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
公
募
に
よ
っ
て
は
、
学
歴
を
含
む
履
歴
書
を

提
出
さ
せ
る
も
の
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
審
査
員
が
自
身
の
学
閥
に
便
宜
を
図

る
機
会
を
わ
ざ
わ
ざ
与
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
総
合
科
学
技
術
会
議
は
二

〇
〇
七
年
に
「
マ
ス
キ
ン
グ
評
価
の
試
行
的
導
入
」
を
提
言
し
た
が
、
現
在
一
部
で

や
っ
と
試
験
的
な
導
入
が
始
ま
っ
た
段
階
で
あ
る
。 

多
く
の
研
究
費
配
分
機
関
の
情
報
公
開
が
不
十
分
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
科
学
技

術
振
興
機
構(

Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
、
大
学
別
の
研
究
費
の
額
や
、
採
択
件
数
な
ど
に
つ
い
て

も
公
表
し
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
費
の
四
分
の
一
は
東
大
に
配
分
さ
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
東
大
の
論
文
数
は
日
本
全
体
の
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
東
大
に

在
籍
す
る
だ
け
で
論
文
比
で
三
倍
の
確
率
で
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
費
に
採
択
さ
れ
る
こ
と



に
な
る
。
研
究
費
配
分
機
関
は
、
広
く
国
民
に
情
報
を
開
示
し
て
、
透
明
性
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。 

 

八 

未
来
の
た
め
に
：
人
的
資
源
の
活
用 

＝ 

女
性
と
私
立
大
学 

 

最
後
に
、
日
本
の
人
材
育
成
の
た
め
に
、
未
活
用
の
人
的
資
源
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
日
本
で
充
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
集
団
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
女
性

で
あ
る
。
日
本
の
研
究
者
に
し
め
る
女
性
の
割
合
は
わ
ず
か
一
二
・
四
％(

二
〇
〇
七

年)

に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
米
国(

三
四
％)
な
ど
の
先
進
諸
国
が
三
〇
％
前
後
で
あ
る
の

に
比
べ
て
、
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
異
様
に
低
い
。
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年

代
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
女
性
を
対
象
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
、
大
学
へ
の
優
先
的
な
進
学
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
大
学
教
員

と
し
て
積
極
的
に
採
用
し
た
。
学
生
た
ち
に
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
お
手
本
）
を

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
参
入
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
「
隗
よ
り
始

め
よ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
全
米
規
模
で
大
々
的
に
行
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
二
世
代
、
三
世
代
と
続
け
る
未
来
へ
の
戦

略
的
投
資
で
あ
り
、
一
つ
の
ポ
ス
ト
を
争
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
現
在
だ
け
を

み
た
逆
差
別
論
」
に
扇
動
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
も
よ
う

や
く
国
立
大
の
教
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
な
ど
の
数
値
目
標
な
ど
が
設
定
さ
れ
た

が
、
諸
外
国
に
比
べ
て
相
当
対
策
が
遅
れ
た
。
少
子
化
を
迎
え
る
日
本
に
お
い
て
、

女
性
研
究
者
を
先
進
諸
国
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
増
や
す
こ
と
は
、
研
究
の
総
合
力
を

維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

日
本
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
人
材
供
給
源
は
私
立
大
学
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い

て
、
主
要
な
研
究
大
学
が
現
在
で
も
国
立
大
で
あ
る
の
は
、
「
明
治
以
降
の
伝
統
的

施
策
」
か
ら
の
転
換
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
明
治
以
来
、
欧
米
の
科
学
技
術
の
導

入
が
主
要
な
主
題
で
あ
っ
た
の
で
少
数
の
帝
大
に
限
ら
れ
た
資
金
を
集
め
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
百
年
以
上
を
経
た
現
在
、
多
く
の
私
立
大

が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
大
学
の
人
員
構
成
を
見
て
み
る
と
（
図
３
）、
四
年
制
大
学

の
教
員
数(

二
〇
〇
七
年)

は
、
私
立
九
万
五
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
、
国
立
六
万
一
〇

〇
〇
人
で
あ
り
、
学
生
数
は
、
私
立
大
二
〇
七
万
人
に
対
し
て
、
国
立
大
六
三
万
人

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
毎
年
社
会
に
送
り
出
す
大
学
卒
業
生
の
四
人
の
う
ち
三
人
は
私

大
卒
で
あ
り
、
日
本
の
人
材
育
成
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、
私
大
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
私

大
の
理
工
系
学
生
数
が
国
立
大
の
二
倍
も
あ
る
こ
と
で
、
と
か
く
「
私
大
は
文
系
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
理
工
系
に
お
い
て
も
私
大
の
寄
与
が
は
る
か
に
大
き

い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

現
在
、
国
立
大
の
公
的
研
究
費
は
、
私
大
の
約
五
倍
に
及
ん
で
い
る
（
図
３
）
。

こ
れ
は
、
私
立
大
に
も
適
切
に
研
究
費
が
配
分
さ
れ
る
米
国
と
は
大
い
に
異
な
っ
て

い
る
。
大
学
に
お
け
る
研
究
は
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
で
も
あ
る
。
日
本
で
も
第
三
期

科
学
技
術
基
本
計
画(

二
〇
〇
六
年
か
ら
五
年
間)

に
お
い
て
、
よ
う
や
く
「
研
究
に

お
け
る
人
材
の
育
成
と
活
用
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
科
学
研
究
は
、
国

が
研
究
者
に
委
託
し
て
行
う
の
で
、
審
査
と
事
後
評
価
が
厳
正
で
あ
れ
ば
、
そ
の
受

託
研
究
者
が
国
立
大
の
研
究
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
社
会
の
各
分

野
で
の
私
大
出
身
者
の
活
躍
を
眺
め
れ
ば
（
上
場
企
業
の
社
長
数
や
司
法
試
験
合
格

者
数
、
国
会
議
員
の
数
な
ど
に
お
い
て
私
大
出
身
者
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
）
、



理
工
系
に
お
い
て
も
私
立
大
に
多
数
の
才
能
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国
の

競
争
力
を
支
え
る
主
要
な
要
因
と
し
て
「
世
界
の
才
能
が
集
ま
る
」
こ
と
が
よ
く
あ

げ
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
国
内
の
貴
重
な
才
能
を
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
。
米
国

に
お
い
て
は
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
研
究
を
支
援
す
る
多
く
の
研
究
資
金
が
あ
る

が
、
日
本
に
お
い
て
も
女
性
や
私
大
研
究
者
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。 
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図３  

 

か
つ
て
な
い
急
激
な
少
子
化
を
迎
え
る
我
が
国
に
お
い
て
、
研
究
費
の
配
分
は
、
単

に
研
究
だ
け
で
な
く
、
人
材
育
成
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
定
量
的
議
論
に
基
づ

い
た
合
理
的
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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